
Conify 30日無料トライアル スタート

ガイド

初回ログインから、設置完了・写真確認・課金候補確認まで

産業廃棄物収集運搬会社の事務所担当者・配車担当者向け

このガイドでは、テスト用の顧客・現場・コンテナ・ドライバーを登録し、設置作業

の登録からドライバーによる完了報告、事務所側での作業履歴・課金候補確認までを

順番に試します。

まずは実際の顧客データではなく、ガイド内のテストデータを使って、Conifyでの

作業の流れをご確認ください。

Conify

コンテナを、収益に変える
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まず試すこと：1件の設置作業を最後まで通す

30日無料トライアルでは、まず1件の設置作業を最後まで試してください

Conifyは、コンテナ情報を登録するだけの台帳ではありません。現場への設置予定を登録し、ドライバーがスマートフ

ォンで完了報告を行い、事務所側で作業履歴と課金候補を確認するところまでを、一つの流れとして管理します。

このガイドで確認する流れ

事務所で初期登録

顧客・現場／コンテナ／ドライバー

↓

設置予定を登録

↓

作業予定でドライバーを割り当て・確定

↓

ドライバーがスマートフォンで完了報告・写真登録

↓

事務所で作業履歴・写真を確認

↓

課金候補を確認

トライアル中のデータについて

無料トライアル中に入力したデータは、本契約後も引き続き利用できます。まずは架空のテストデータで操作を確認し、

運用のイメージがつかめてから実際の現場データを登録してください。
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1. 案内されたログイン情報でConifyへログインします

30日無料トライアルのお申込み後、案内されたログイン情報を使ってConifyへログインします。ログイン後は、左側の

メニューと上部のショートカットから初期登録や作業登録へ進みます。

操作手順

1. ブラウザでConifyのログイン画面を開きます。

2. 案内されたメールアドレスを入力します。

3. 案内されたパスワードを入力します。

4. 「ログイン」 を押します。

5. ダッシュボードが表示されれば、操作を始める準備は完了です。

最初はテストデータで確認してください

初回の操作確認では、実在の顧客名・現場名・現場写真を使わず、このガイドのテスト用データを登録してください。

Conify | info@conify.jp | conify.jp 3 / 17



2. 顧客・現場・コンテナは、順番に登録します

設置作業を登録するためには、先に「誰の現場か」「どこへ置くか」「何を置くか」「誰が完了報告するか」を登録して

おく必要があります。

登録するデータの関係

顧客　請求先・取引先となる会社

└ 排出事業者　顧客の工場・支店・事業部など

　└ 排出事業場　コンテナを実際に置く現場・置き場

コンテナ　設置・交換・引上の対象となる容器

ドライバー　スマートフォンから作業完了を入力する担当者

このガイドで使用するテストデータ

登録対象 入力例

顧客 テスト建設株式会社

排出事業者 テスト建設株式会社 工事部

排出事業場 Conify確認用テスト現場

コンテナ番号 TEST-C001

コンテナ種別 4m³コンテナ

ドライバー テスト運転者

登録順が重要です

顧客・排出事業者・排出事業場は親子関係で登録されます。顧客を登録してから排出事業者、排出事業者を登録してから

排出事業場へ進んでください。
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3-1. 顧客を登録する

最初に、取引先となる顧客を登録します。

操作手順

1. 左メニューの 「顧客・現場登録」 を開きます。

2. 顧客台帳で 「新規追加」 を押します。

3. 会社名に 「テスト建設株式会社」 と入力します。

4. 必要に応じて担当者名・電話番号・住所を入力します。

5. 保存します。
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3-2. 排出事業者を登録する

次に、登録した顧客に紐づく排出事業者を登録します。

操作手順

1. 顧客台帳画面から 「排出事業者を登録 →」 を開きます。

2. 顧客で 「テスト建設株式会社」 を選択します。

3. 排出事業者名に 「テスト建設株式会社 工事部」 と入力します。

4. 必要に応じて担当者名・住所を入力します。

5. 保存します。

通知メールの設定にご注意ください

初回テストでは、実際の顧客へ通知メールを誤送信しないよう、メールアドレスや通知設定は必要性を確認してから使用

してください。
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4. コンテナを置く現場を登録します

排出事業場は、コンテナを実際に設置する現場や置き場です。現場ごとの無料日数は、課金候補の確認にも関係しま

す。

操作手順

1. 排出事業場の登録画面を開きます。

2. 顧客で 「テスト建設株式会社」 を選択します。

3. 排出事業者で 「テスト建設株式会社 工事部」 を選択します。

4. 事業場名に 「Conify確認用テスト現場」 と入力します。

5. 必要に応じて住所・現場担当者を入力します。

6. リース代無料日数を「0日（無料日なし）」 に設定します。

7. 保存します。

今回のテスト設定

項目 設定内容

事業場名 Conify確認用テスト現場

無料日数 0日（無料日なし）

課金タイプ 設置登録時に「日額」を選択

日額金額 設置登録時に1,000円を入力

課金候補を同日に確認するための設定です

初回確認では、日額・無料日数0日で試します。月額で登録した作業は、1か月分の期間が成立するまで課金候補に表示

されません。トライアル開始日に課金候補まで確認するため、最初の1件は日額で登録してください。
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5. 設置に使うコンテナを登録します

設置予定で選択するコンテナを登録します。コンテナ番号は、自社で識別しやすい管理番号を使用してください。

操作手順

1. 左メニューの 「コンテナ登録」 を開きます。

2. 新規登録を開きます。

3. コンテナ番号に 「TEST-C001」 と入力します。

4. 種別名に 「4m³コンテナ」 と入力します。

5. 備考に 「トライアル操作確認用」 と入力します。

6. 保存します。

状態の見方

表示 意味

保管中 まだ現場へ設置していないコンテナです

作業予定 設置などの作業予定として登録されている状態です

設置中 設置作業が完了し、現場にある状態です

登録直後のテストコンテナが 「保管中」 と表示されていることを確認してください。

Conify | info@conify.jp | conify.jp 8 / 17



6. ドライバーを登録し、スマホで使うPINを設定します

ドライバーは、会社専用のドライバー画面から自分の名前を選び、4桁のPINを入力して作業を確認します。初回テスト

では、事務所の確認担当者自身をテストドライバーとして登録しても構いません。

操作手順

1. 「ドライバー管理」 を開きます。

2. 名前に 「テスト運転者」 と入力します。

3. 任意の4桁PINを入力します。

4. 「追加」 を押します。

5. 画面上部の会社専用ドライバーアプリURLを確認します。

6. スマートフォンで試す場合は、「QRコードを表示」 から読み取ります。

PINの管理について

PINは半角数字4桁で入力してください。入力できない場合は、日本語入力をオフにしてください。PINは保存後に元の数

字を表示して確認することはできません。ドライバーへ共有する前に控えておき、忘れた場合は新しいPINへ変更してく

ださい。

URL・QRコードの共有について

QRコードや会社専用URLは、自社ドライバーがドライバー画面を開くための入口です。不特定多数が閲覧できる場所に

は掲載しないでください。
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7-1. 設置予定を登録する：作業日・顧客・現場

ここから、実際の作業フローを試します。設置登録から、先ほど作成した現場とコンテナを選択します。

操作手順

1. ショートカットの 「設置登録」 を開きます。

2. STEP1で 「設置」 を選択します。

3. STEP2で、作業日に操作確認を行う日を選択します。

4. 顧客で 「テスト建設株式会社」 を選択します。

5. 現場で 「Conify確認用テスト現場」 を選択します。
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7-2. 設置予定を登録する：コンテナ・課金条件

STEP3でコンテナと課金条件を設定し、設置予定を登録します。

操作手順

1. STEP3でコンテナ 「TEST-C001」 を選択します。

2. 課金タイプで 「日額」 を選択します。

3. 日額金額に 「1000」 と入力します。

4. 「設置を登録する」 を押します。

この時点では、作業はまだ完了していません

ここで登録するのは設置作業の予定です。次ページの「作業予定」でドライバーを割り当て、確定した後、ドライバー画

面から完了報告を行います。
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8. 登録した設置予定を、ドライバーへ割り当てて確定します

設置登録後、作業予定画面でドライバーを指定して確定すると、ドライバーのスマートフォン画面に作業が表示されま

す。

操作手順

1. 設置登録後に表示される導線、またはメニューの 「作業予定」 を開きます。

2. 「未確定」 に先ほどのテスト作業が表示されていることを確認します。

3. 作業予定日を確認します。

4. ドライバーで 「テスト運転者」 を選択します。

5. 必要に応じて事務所メモを入力します。

6. 対象行にチェックを入れます。

7. 確定操作を行います。

作業がスマホに出ない場合の確認ポイント

設置予定を登録しただけでは、ドライバー画面に作業は表示されません。作業予定日とドライバーを設定し、確定まで行

ってください。
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9. ドライバー画面で、自分の作業を確認します

ここからは、スマートフォンで行うドライバー側の操作です。会社専用URLまたはQRコードを開き、設定したPINで作

業一覧へ進みます。

操作手順

1. スマートフォンで会社専用のドライバーアプリURLまたはQRコードを開きます。

2. 一覧から 「テスト運転者」 を選択します。

3. 設定した4桁PINを入力します。

4. 「今日の作業」に 「Conify確認用テスト現場」 の設置作業が表示されることを確認します。

5. 「この作業を完了する」 を押します。

困ったときはここを確認してください

状況 確認すること

自分の名前が表示されない ドライバー管理で登録済みか確認します

作業が表示されない 作業予定でドライバー割当・確定済みか確認します

PINが通らない 入力した4桁PINを確認し、必要に応じて管理者が再設定します
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10. 作業完了を報告し、必要に応じて現場写真を登録します

作業完了画面では、対象の現場とコンテナを確認したうえで、完了メモや現場写真を登録できます。初回テストでは、

個人情報や帳票類が写らない確認用写真を1枚登録してみてください。

操作手順

1. 作業内容と現場情報が正しいことを確認します。

2. 完了メモに 「トライアル確認完了」 などを入力します。入力は任意です。

3. 現場写真で、確認用の写真を選択します。登録は任意です。

4. 画面に表示された写真のプレビューを確認します。

5. 「この作業を完了する」 を押します。

6. 完了メッセージが表示されれば、ドライバー側の操作は完了です。

現場写真を登録する前に、写り込みを確認してください

現場写真には、人物の顔、車両ナンバー、マニフェスト、計量票、伝票、顧客の機密情報、近隣住宅の表札などが不要に

写り込まないようにしてください。不要な情報が写った場合は、登録前に撮り直してください。

写真の閲覧について

登録した現場写真は、Conify上で権限のある利用者が作業確認のために閲覧します。一般公開用の画像として配布される

ものではありません。ただし、必要のない個人情報や機密情報を撮影しない運用は必ず行ってください。
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11. 事務所で作業履歴と写真を確認します

ドライバーが完了報告を行うと、事務所側では作業履歴から完了した作業を確認できます。写真を登録した場合は、対

象の履歴から写真を表示して確認します。

操作手順

1. 管理画面に戻り、左メニューの 「作業履歴」 を開きます。

2. テスト作業の行を探します。

3. 作業種別が 「設置」、状態が 「確定済み」 になっていることを確認します。

4. 写真を登録した場合は、写真表示を開いて確認します。

5. 必要に応じて、編集画面で詳細を確認します。

確認するポイント

確認項目 確認内容

作業種別 設置として表示されているか

顧客・現場 テストデータと一致しているか

コンテナ TEST-C001 が表示されているか

状態 確定済みになっているか

写真 登録した場合に表示できるか

現場写真は、作業記録の確認に必要な範囲で閲覧してください。不要な複製や外部共有は避けてください。
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12. 課金候補で、請求漏れ防止の確認を行います

今回のテストでは、日額1,000円・無料日数0日で登録しているため、完了後に課金候補画面で対象コンテナと金額を

確認できます。

操作手順

1. 左メニューの 「課金候補」 を開きます。

2. 「Conify確認用テスト現場」 または 「TEST-C001」 が表示されていることを確認します。

3. 日数、課金タイプ、単価、請求金額を確認します。

4. 「計算根拠」 から、表示金額の算出内容を確認します。

5. 必要に応じて 「CSVダウンロード」 を試します。

課金候補は、請求確定や請求書発行そのものではありません

課金候補は、コンテナの設置状況と課金条件に基づき、請求対象になり得るものを確認するための一覧です。実際に請求

へ進める前には、契約条件や現場状況と照合してください。

無料・0円設定について

課金タイプを無料に設定した作業や、算出金額が0円の作業は、作業履歴や所在管理の対象にはなりますが、課金候補

一覧には表示されません。

月額課金について

月額課金の場合は、1か月分の期間が成立した時点から課金候補へ表示されます。実運用で月額リースを管理する場合

は、自社の課金ルールと現場条件を確認して設定してください。
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13. 複数件の導入準備には、Excel／CSVテンプレートをご利用ください

初回は、テストデータ1件を画面から入力し、設置完了・作業履歴・課金候補まで確認してください。複数件を登録す

る段階では、Excelテンプレートで情報を整理し、CSVテンプレート一式を使って各台帳画面から取り込むことができ

ます。

配布資料の使い分け

配布資料 用途

30日無料トライアル スタートガイドPDF 最初の1件を試すための操作ガイドです

初期登録用 Excelテンプレート 顧客・現場・コンテナ等の登録対象データを整理するためのファイルです

インポート用 CSVテンプレート一式 各台帳画面から実際にデータを取り込むためのファイルです

ExcelとCSVの役割は異なります

Excelテンプレートは初期データの整理用です。Conifyへの取込は、各台帳画面からCSVファイルを使って行います。

次に試せる機能

交換登録：現場のコンテナを別のコンテナへ入れ替える

引上登録：設置中のコンテナを現場から回収する

作業履歴CSVダウンロード：作業記録を出力する

課金候補CSVダウンロード：課金候補を出力し、請求確認に活用する

滞留状況・アラート確認：長期設置の見落としを防ぐ

お問い合わせ

操作中に不明点がある場合は、Conify窓口までお問い合わせください。

info@conify.jp
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